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県警発表の本年８月末現在の性犯関係の刑法犯認知件数(暫定値)は、強制性交等が１２件 (前年同期比－４件、－２５％)ですが、６月末
に比べ倍増しています。一方、猥褻犯(強制・公然猥褻)は６６件(前年同期比＋１８件、＋３７．５％)で増加しています。また、８月末現在におけ
る女性対象の不審者情報は１０７件で６月末に比べ３５件増加しています。その中で前橋市内の不審者情報は１７件(付きまとい４件、公然猥
褻６件、猥褻類似行為２件、声掛け１件、盗撮１件、その他３件)で、６月末から５件(公然猥褻３件、盗撮１件、その他１件)増加しています。

自分だけは大丈夫との例外意識を持つことなく、各自が防犯意識の向上に努めてください。
※ 県内の不審者情報１０７件の内訳は下表を参照

女性対象１０７件
(1９歳以上の女性)

２０２０年８月末現在の不審者情報認知状況
不審者から声を掛けられた、不審な車に
後をつけられた等の情報は最寄りの警
察署に連絡する又は１１０番しましょう。

①

〇 周囲を確認してから、鍵
〇を開ける。
〇 家に入ったら、すぐに鍵
〇とチェーンロックをかける。
〇 一人暮らしの人や、同居
〇者が不在の時も、大きな
〇声で「ただいま」と言いな
〇がら家に入るなど、家族
〇がいるようなアピールをす
〇る。

〇 ゴミ出しなどの、わずか
〇な時間でも必ず鍵をかけ
〇る。
〇 就寝時は、高層階でも
〇必ず窓の鍵をかける。
〇 チャイムが鳴っても、直
〇ぐにドアを開けず、ドアス
〇コープで相手を確認する。
〇 見知らぬ人に対応する
〇場合は、ドアチェーンをか
〇けたままドア越しに行う。

〇 防犯ブザーを鳴らす。
〇 自分の身を守るため
〇荷物を捨てて逃げる。
〇 安全な場所から１１０
〇番する。
〇 もしも腕等をつかまれ
〇た場合は、相手の急所
〇や弱点を狙い、振り切っ
〇て逃げる。

②

① 間合い(1.5ｍ以上)を取り、逃げる機会を窺う

ワンポイント護身術

② 相手が掴み掛ってきたら、バッグで顔面を叩く

相手が怯んだ隙に、大声を出しながら走って逃げる

〔声掛け・公然猥褻で全体の５７％を占める〕 〔路上での発生が全体の４９％を占める〕〔有職女性が全体の５５％を占め、大・短大生は6月末に比べ10件増加〕

※ 猥褻類似行為～身体に触るなど
※ その他～全身の撮影、凝視

声掛け

25件(23%)

付きまとい

13件(12%)

公然猥褻

36件(34%)

猥褻類似行為

14件(13%)

盗撮

6件(6%)

その他

13件(12%)

事 案 別

その他

19件(18%)

有職

59件(55%)

無職

15件(14%)

不明

2件(2%)

大・短大生

12件(11%)

学 職 別

路上

52件(49%)

駐車(輪)場

18件(17%)

公園

3件(3%)

店舗内

22件(20%)

駅

2件(2%)

電車内

1件(1%)
その他

9件(8%)

場 所 別


